
 令和８年度 女性学級 学習の足跡 

 テーマ 講  師 開  催  日  時 
参加者数/会員数 

（出席率） 

 布小物(人形)づくり 
布小物づくり指導者      

本廣 節代 様    令和８年９月４日（金）10:0０～ 11:30 
１４名／３４名 

（４１.２％） 
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満足度の状況  

満足度    凡 例      回答数   割合  

５ 大いに満足した ６名 46.1％ 

  ６名 46.1％ 

４ 満足した ０名  

  １名 7.8% 

３ どちらとも言えない ０名  

  ０名  

２ 少し不満 ０名  

  ０名  

１ 全く不満 ０名  

 1３名 100％ 
 

参加者からの意見・感想 

 

 

全体満足度 

（3.5 以上） 

100％ 

 布の小物作りについて、地域在住で展示会もされたことのあ

る本廣さんを講師として、お招きし、針と糸を使って、小さな

サンタクロースの人形を作りました。 

この人形は、部品となる絵柄の布を、円形の帽子や襟巻きに

縫い合わせる技法が必要です。帽子は先端の毛玉がピンと立ち

上がるように縫いますが、体と襟巻きは、人形の体の立たせ方

や頭の位置によって、その都度、外形、外観が変化しますの

で、その按排を取るため、絞り縫いを駆使する事となります。 

前年度の講座に参加された学級生の方が、初めての方に丁寧

にアドバイスされたり、縫い方のポイント情報を共有し合った

りしながら活動を進めました。 

絞り縫いは、布の端から５ｍｍ付近を２本がけで、等間 

隔、直線状に縫い進め、最後に縫い目を内側に折込み、糸を強

くひき、袋状の形を作り上げます。人形の目や口は、一本糸で

表情を付けていきます。これには細心の注意を払います。 

途中、講師への質疑応答も活発に行われると共に、本廣さん

も個別に丁寧なご説明、師範縫いを提示され、参加者の皆さん

の納得感のある作品が仕上がっていました。 

凡例 
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・ 楽しい時間でした。手先の仕事は楽しいですね。 

・ とても楽しく出来ました。又、次回楽しみです。 

・ とても幸せ(な気分でした)。 

・ 小さい作業でとても大変でしたが、きれいに出来ました。 

・ 大変良かったです。 

・ あっという間に時間が過ぎ、自分だけのかわいらしい品が

出来上がり、とてもうれしく思いました。 

・ 細かい仕事が難しかったです。 

・ 大変楽しかったです。有難うございました。(２名) 

 

 


